
日本では高齢者社会が現実のものとして問題

になりつつありますが、高齢者の糖尿病も大き

な問題となっています。今までの壮年者を念頭

に置いた合併症予防を主眼とした治療だけでは

なく、すでにサルコペニアやフレイル、認知症

といった高齢者特有の病態を踏まえ、これまで

以上に丁寧な対応が必要になっていると話され

ました。

つまり、合併症を抱えた高齢者の特徴をよく
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神戸支部は５月11日に研究会「高齢者の糖尿病対策 安全かつ良質な糖尿病治療を目指して 」

を協会会議室で開催し、会員、スタッフなど53人が参加した。国立国際医療研究センター病院の副

院長で糖尿病内分泌代謝科診療科長の梶尾裕先生が講師を務めた。司会を務めた小谷圭先生の感想

を紹介する。

高齢者の糖尿病治療のポイントを話す梶尾先生（左）と講義を聴く参加者たち（右）

糖尿病研究会 感想文
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(１面からのつづき)

理解し、個別化治療が必要になってきていると

いうことです。最近、高齢者糖尿病の治療目標

が日本老年医学会と日本糖尿病学会の合同ステー

トメントとして発表されました。梶尾先生から

このステートメントについて詳しく説明いただ

き、明日への診療に役立つヒントをいただきま

した。そして、先生の関わられた研究活動や情

報提供活動についてもお話していただきました。

梶尾先生は５月から副院長に就任されたばか

りだそうで、そのようなご多忙の中、神戸まで

お越しいただき多くの情報をお話しいただき、

有意義な日になりました。

【灘区 小谷 圭】
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健康と医療について語り合う会 感想文

アレルギーについて深く学ぶ

「子どものアレルギー～若いお母さんのため

に～」というテーマタイトルだったので「自分

には無用の内容かなぁ」と思いつつも「知りた

い」という欲が勝り参加した。結果を先に記す

と参加して正解だった。

私は、成人してから複数の食材でアレルギー

が出るようになった。本当は食べたいのに、瞼

や唇が腫れ、しばらく人前に出られない状況を

二度と体験したくないので、食い意地を堪えて

(３面につづく)

森岡先生が手話通訳を介しながらアレルギーの発症や治療法について講演した

神戸支部は５月23日に、あすてっぷ神戸で健康と医療について語り合う会を開催した。これは聴

覚障害者らが医療や健康についての情報を学ぼうと定期的に開催する「聴覚障害者の医療を考える

会（いのちを考える会）」の講師派遣の要請に応えているもの。東灘区・東神戸病院の森岡芳雄先

生が「子どものアレルギー」と題して講演し、市民、聴覚障害者の方を中心に25人が参加した。参

加者の感想文を紹介する。

(２面からのつづき)

いる。周りには、同じ体験の人がいないので、

自分が特異体質になった(現実そうなのだけれ

ど)と、この学習の受講までは、密かに辛かっ

た。

講義は、たくさんの映像と、時には手話通訳

の方との掛け合い漫才のような話力で、わから

ないことからくる退屈を感じなかった。私のア

レルギーが直ぐに完治するわけではないが、受

講後、参加して良かったと思った。いつか、こ

のアレルギーとお別れできるかもしれないとい

う希望がもてたからだ。対象が、子どもや若い

お母さんだけではないことをタイトルに盛り込

んでもらいたいと思った。万人が受講して、質

問があるなら質問して欲しい(森岡先生ならベ

ストを尽くしたご回答をしてくださると信じて

いる)。体調がおかしい時には、自己判断せず

に、きちんと受診しようとも思っている。

このような機会を与えてくださったこと、と

ても感謝している。ありがとうございました。

【参加者 Ｎ】
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職員接遇研修会を開催

神戸支部は５月18日、協会会議室で職員接

遇研修会「患者接遇の基本 ～笑顔と心遣いの

コミュニケーション～」を開催。マネジメント

コンサルタントの松田幸子先生が講演し、会員・

スタッフら49人が参加した。

松田先生は患者接遇の基本を説明。マナー

はホスピタリティを形にしたものであり、視覚

（態度・身だしなみ・表情）や聴覚（話し方・

言葉づかい・挨拶等）で表現することが大切で

あるとした。中でも表情はとても重要であり、

コミュニケーションを図る際、笑顔は相手に安

心感や親近感を与える効果があるとした。

参加者はペアを組んで笑顔や表情の練習や

観察を行ったり、クッション用語やクレーム対

応スキルを学んだ。

参加者からは「患者さんが安心して受診し

ていただくためにも自然に笑顔になれるように

気をつけたい」などの感想が寄せられた。

表情や話し方でホスピタリティを形にすることの重要性を話す松田先生（左）と

体を使って実践的にコミュニケーションを学ぶ参加者たち（右）


